
四
の
二

前
条
第
一
項
の
表（
１
）（
ロ
）及
び（
２
）

か
ら
（
４
）
ま
で
の
規
定
に
よ
り
火
薬
類
を
貯

蔵
す
る
場
合
に
は
、
前
号
ロ
か
ら
ホ
ま
で
の
規

定
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

四
の
二

前
条
第
一
項
の
表（
１
）（
ロ
）及
び（
２
）

か
ら
（
４
）
ま
で
の
規
定
に
よ
り
火
薬
類
を
貯

蔵
す
る
場
合
に
は
、
前
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
の
規

定
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ
〜
ホ

﹇
略
﹈

イ
〜
ホ

﹇
略
﹈

五

﹇
略
﹈

五

﹇
略
﹈

（
地
上
式
一
級
火
薬
庫
の
位
置
、
構
造
及
び
設

備
）

（
地
上
式
一
級
火
薬
庫
の
位
置
、
構
造
お
よ
び
設

備
）

第
二
十
四
条

地
上
に
設
置
す
る
一
級
火
薬
庫
は
、

そ
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
に
つ
い
て
、
次
の
各

号
の
規
定
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条

地
上
に
設
置
す
る
一
級
火
薬
庫
は
、

そ
の
位
置
、
構
造
お
よ
び
設
備
に
つ
い
て
、
次
の

各
号
の
規
定
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

﹇
略
﹈

一
〜
三

﹇
略
﹈

四

火
薬
庫
の
入
口
の
扉
は
、
外
扉
が
耐
火
扉
で

あ
る
二
重
扉
と
し
、
盗
難
を
防
止
す
る
た
め
の

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四

入
口
の
扉と
び
らは
、
二
重
扉と
び
らと
し
、
外
扉ひ

は
耐
火

扉と
び
らで
厚
さ
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鉄
板
と

し
、
か
つ
、
適
当
に
補
強
し
、
内
扉ひ

と
外
扉ひ

に

は
そ
れ
ぞ
れ
錠
（
外
扉ひ

に
あ
つ
て
は
、
な
ん
き

ん
錠
お
よ
び
え
び
錠
を
除
く
。）を
使
用
す
る
等

の
盗
難
防
止
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五
〜
十
四

﹇
略
﹈

五
〜
十
四

﹇
略
﹈

十
五

火
薬
庫
の
天
井
裏
又
は
屋
根
に
は
、
盗
難

を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
五

火
薬
庫
は
、
そ
の
外
部
に
で
き
る
だ
け
夜

間
点
灯
し
、
か
つ
、
盗
難
防
止
の
た
め
天
井
裏

ま
た
は
屋
根
に
金
網
を
張
る
こ
と
。

十
六

火
薬
庫
に
は
、
盗
難
を
防
止
す
る
た
め
の

警
鳴
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
見
張

所
等
を
設
置
し
、
見
張
人
を
常
時
配
置
す
る
場

合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
六

火
薬
庫
に
は
、
警
鳴
装
置
を
設
置
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
見
張
所
等
を
設
置
し
、
見
張
人

を
常
時
配
置
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（
地
中
式
一
級
火
薬
庫
の
位
置
、
構
造
及
び
設

備
）

（
地
中
式
一
級
火
薬
庫
の
位
置
、
構
造
お
よ
び
設

備
）

第
二
十
五
条

地
中
に
設
置
す
る
一
級
火
薬
庫
は
、

そ
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
に
つ
い
て
、
第
二
十

四
条
第
七
号
及
び
第
十
六
号
の
規
定
の
ほ
か
、
次

の
各
号
の
規
定
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条

地
中
に
設
置
す
る
一
級
火
薬
庫
は
、

そ
の
位
置
、
構
造
お
よ
び
設
備
に
つ
い
て
、
第
二

十
四
条
第
七
号
お
よ
び
第
十
六
号
の
規
定
の
ほ

か
、
次
の
各
号
の
規
定
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
〜
三

﹇
略
﹈

一
〜
三

﹇
略
﹈

四

火
薬
庫
の
入
口
及
び
火
薬
庫
に
通
ず
る
ト
ン

ネ
ル
の
入
口
に
は
、
鉄
扉
を
設
け
、
盗
難
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四

火
薬
庫
の
入
口
に
は
、
鉄
扉ぴ

を
設
け
、
火
薬

庫
の
入
口
お
よ
び
火
薬
庫
に
通
ず
る
ト
ン
ネ
ル

の
入
口
に
は
そ
れ
ぞ
れ
錠
（
な
ん
き
ん
錠
お
よ

び
え
び
錠
を
除
く
。）を
使
用
す
る
等
の
盗
難
防

止
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五
〜
八

﹇
略
﹈

五
〜
八

﹇
略
﹈

（
二
級
火
薬
庫
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
）

（
二
級
火
薬
庫
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
）

第
二
十
六
条

地
上
に
設
置
す
る
二
級
火
薬
庫
は
、

そ
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
に
つ
い
て
、
第
二
十

四
条
第
一
号
、
第
四
号
、
第
五
号
、
第
七
号
、
第

九
号
、
第
十
号
及
び
第
十
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま

で
の
規
定
の
ほ
か
、
次
の
各
号
の
規
定
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条

地
上
に
設
置
す
る
二
級
火
薬
庫
は
、

そ
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
に
つ
い
て
、
第
二
十

四
条
第
一
号
、
第
五
号
、
第
七
号
、
第
九
号
、
第

十
号
及
び
第
十
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
の
規
定

の
ほ
か
、
次
の
各
号
の
規
定
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

﹇
略
﹈

一

﹇
略
﹈

﹇
削
る
﹈

一
の
二

入
口
の
扉と

び
らは
、
二
重
扉と
び
らと
し
、
外
扉ひ

は

耐
火
扉と

び
らで
厚
さ
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鉄
板

と
し
、
内
扉ひ

と
外
扉ひ

に
は
そ
れ
ぞ
れ
錠
（
外
扉ひ

に
あ
つ
て
は
、
な
ん
き
ん
錠
及
び
え
び
錠
を
除

く
。）を
使
用
す
る
等
の
盗
難
防
止
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

一
の
二

﹇
略
﹈

一
の
三

﹇
略
﹈

二
〜
四

﹇
略
﹈

二
〜
四

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

第
六
十
七
条

火
薬
類
（
不
発
弾
等
を
除
く
。）の
廃

棄
は
、
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
火
薬
類
の
性
状
に
応

じ
て
、
廃
棄
作
業
を
行
う
者
及
び
周
辺
へ
の
危
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
な
い
方
法
に
よ
り
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
七
条

火
薬
類
の
廃
棄
に
つ
い
て
は
、
次
の

各
号
の
規
定
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
削
る
﹈

一

火
薬
又
は
爆
薬
は
、
少
量
ず
つ
爆
発
又
は
焼

却
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
硝
酸
塩
、
過
塩
素
酸

塩
等
の
水
溶
性
成
分
を
主
と
す
る
火
薬
又
は
爆

薬
（
硝
酸
エ
ス
テ
ル
又
は
ニ
ト
ロ
基
を
三
以
上

含
む
ニ
ト
ロ
化
合
物
を
含
有
す
る
も
の
を
除

く
。）に
あ
っ
て
は
、安
全
な
水
溶
液
と
し
た
後
、

多
量
の
水
中
に
流
し
、
又
は
地
中
に
埋
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

﹇
削
る
﹈

二

凍
結
し
た
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
は
、
完
全
に
融
解

し
た
後
燃
焼
処
理
す
る
か
、
又
は
五
百
グ
ラ
ム

以
下
を
順
次
に
爆
発
処
理
す
る
こ
と
。

﹇
削
る
﹈

三

工
業
雷
管
、
電
気
雷
管
又
は
信
号
雷
管
は
、

孔
を
掘
つ
て
入
れ
、
工
業
雷
管
、
電
気
雷
管
又

は
導
火
管
付
き
雷
管
を
使
用
し
て
爆
発
処
理
す

る
こ
と
。

令和元年月日 月曜日 (号外第号)官 報
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